
平成24年度の年金額は、なぜ下がるのか・・・ 

 お父さん、何を怒ってるの？？ 

 聞いてくれよ、この前、「年金額改定通知書」っていうハガキが
届いて、見てみたら、今年度の年金の年額が７千円余りも減
るっていうことらしいんだ（※１）！ 

 それ、「昨年の物価が下がったからだ」、ってテレビで見た気
がするけど。どうなのかしら。 

 物価が下がったからなのか。なんで物の値段が下がったら年
金が下がるんだ？？物の値段と年金との間に何の関係があ
るっていうんだ？？ 

 お姉ちゃんもお父さんもおもしろそうな話をしてるね。ちょうど
僕もいま、社会保障論のゼミの課題で、今回の年金の引き下
げについての発表をしなくちゃならなくて、いろいろ調べてるん
だ。 
 公的年金は、基本的には、受給者の生活水準を維持するた
めに、物価が上がったらそれに応じて引き上げられることに
なっているんだ。逆に物価が下がった場合には、それに応じて
年金も引き下げるというのがそもそものルールなんだ。 

  

（※１）平成２4年度の年金額は対前年度でマイナス０．３％の
減額改定となりました。 
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 たしかにそうね。でも、物価が下がったときに年金を下げない
と、何か不都合が起きるのかしら。 

  

 物価が下がっている中で、年金を下げないと、年金の「実質
的な価値」が上がる、つまり、受給している年金で買える商品
やサービスの量が増えることになるんだけど、これがどうも問
題になるらしいんだ。 
 例えば、月に６万円の年金をもらっている人がいるとして、こ
の人が１個１００円のハンバーガーを買おうとすると、月に６００
個買うことができるよね。でも、極端な例だけど、次の年に物価
が大きく下がって、同じハンバーガーの値段が１個８０円になっ
たとすると、この人の年金額が変わらなければ、月に７５０個買
うことができてしまうよね。 



 そういえば、私もこの前の冬のボーナス減ってたわ…。 

 働いている人の給料が下がれば、その分、公的年金を運営
する国の保険料収入も減ってしまうから、それまでと同じ額の
年金を払うことは難しくなるってわけさ。 

 うーん。でも、１００歩譲って、物価が下がっている中では今
までのようには保険料は集まらないから、年金額も下げなきゃ
いけないんだということは認めたとしても、本当に物価って下
がっているのか？うちの前のスーパーでは野菜の値段なんか
逆に上がっているじゃないか！！ 

 それはよくわかってるけど、おまえたちの払う保険料とお父さ
んのもらう年金との関係がいまいちよくわからないんだが。 

 物価が下がっているということは、景気が良くないのだから、
働いている人が受け取る給料の額もそのままっていうのは難し
いよね。現に、去年は物価だけじゃなくて、給料の額面も下
がっているんだよ。 

 でも、外食チェーンなんかでは、値段はどんどん下がってる
わよね。 
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 お父さんは家でしかご飯食べてないから関係ないぞ、そんな
のは。 

 お父さんみたいに年金をもらっている人にとってはうれしい話
かもしれないけれど、年金は、若い世代が払っている保険料に
よって賄われているんだよ。僕は学生だから猶予されてるけど、
お姉ちゃんは給料から引かれてるよね。 

 ６００個買えるより７５０個買える方がいいじゃないか。「実質
的な価値」だかなんだか知らないけど、同じ年金でいっぱい買
えるようになることの、どこが問題なんだ！ 



 それにしても、１万円も下がるんじゃ、みんな大変じゃないか。 

 年金の引き下げ幅は、物価の下がり幅により、率で決まるん
だ。年金が多い人は多いなりに、少ない人は少ないなりに、同
じ比率で下がるってわけさ。 
 今年度は、０．３％下がるという話だから、月２０万円の年金を
もらっているお父さんは、月６００円、年額でいうと７２００円で約
７千円下がるっていうことなんだね。これが例えば月５万円の人
だったら、０．３％を掛けて、月１５０円減るってことになるよ。 

 じゃあ、今年物価がまた下がったら、来年の年金はもっと下が
ることになるのか？ 

 そういうことになるよ。もし今年も物価が下がるようなら、今年
の物価指数がどれくらい下がったかに応じて、来年度の年金も
下げられるということが法律で決められているんだ。 

 逆に、物価が上がれば年金も上がるんだよな？そうしないと、
さっき言っていた「実質的な価値」というのを守れないわけだか
ら。 
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 考え方はもちろんそうさ。公的年金は、民間の保険会社の個
人年金と違って、物価の変動に合わせたスライドが行われて
「実質的な価値」を維持できるようになっている。ずいぶん昔だ
けど、昭和５０年前後に、オイルショックで毎年物価が１０％以
上上がったようなときも、それに応じて年金は引き上げられた
みたいなんだ。でも・・・ 

 お父さんはうちに料理上手で優しいお母さんがいるからいい
けど、年金を受けている人の中には外食に頼る人もいるだろう
ね。年金は使い道を限られていないし。 
 だから、年金額の変更は、野菜の値段だけじゃなくて、いろい
ろなモノの値段を調査し、さらに平均的な家庭で購入される商
品やサービスの組み合わせを計算した結果（※２）に基づいて
行われるそうなんだ。 

（※２）具体的には、前年の消費者物価指数が用いられています。 



 …実は、１０年くらい前に、物価が下がったのに、年金を下げ
ないという特例を行ったことがあったんだよね。それがあって、
今実際に支払われている年金は、年金財政が長期的に安定す
る「あるべき水準」より、２．５％くらい高い水準にあるそうなん
だ。なので、この差がなくなるまでは、物価が上がっても年金は
上げないことになっているんだって。 

 そんな過去があったのか…。でも、昔「特例」ってやつをやっ
たことがあるなら、何で今はやらないんだ。物価が下がっても
年金を下げない特例をまたやればいいじゃないか。 

 でも、そんな特例を繰り返してたら、保険料をいくら払っても
足りなくなるわ。年金には税金だって使われているんだから、
年金だけ高止まりさせておくのはよくないと思う。 
 …それにしても、物価が下がって、給料も下がって、年金も下
がって、なんて縮んでいくようなことばっかり言っていると気が
滅入るわね。 

 やっぱり、経済がうまく回って、若い世代の稼ぎが増えて、そ
の分、お年寄りの受け取る年金も、少しずつ増えていく…そん
なふうになっていかないとうまくないよね。経済がよくない中で、
年金だけはそれと関係なしにいられるなんて、無理だっていうこ
とさ。 

うーん。経済がよくならないと、うまくいかないってことかあ… 
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 でも、…なんだよ。 

※  現在、この特例水準について、現役世代（将来、年金を受け取る人）の年金額の確保につなげるため、平成24年度 
から26年度までの３年間で解消するための法案を、国会に提出しています。この法案が成立すれば、平成24年度の年
金額が、10月分から更に0.9％引き下がることになります。 


